
Ⅰ．緒言

　近年我が国の看護師は、人員不足や新興感染症への

対応など、過酷な労働環境に置かれており、バーンア

ウトや離職の問題が深刻化している1,2）。看護師の健

康と well-being の維持のためには、看護師をストレス

や疲労から回復させ、質の高い医療提供体制を持続す

ることが喫緊の課題である。そのような状況の中で近

年注目されている概念が、リカバリー経験（Recovery 

Experience；以下、RE）である。

　RE とは、Sonnentag & Fritz により提唱され、仕事

以外の時間において仕事関連の要求から心理的・生理

的に回復する過程を指す3）。RE の理論的基盤は、努

力－回復モデル（Effort-Recovery Model）4）と資源保存

理論（Conservation of Resources Theory）5,6）である。努

力－回復モデルは、仕事での努力が疲労などの急性負

荷反応を引き起こし、回復のためには仕事中の負担が

仕事時間外で想起されずに資源の消費を避けることで

回復につながるという考えである5,6）。資源保存理論
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は、人々は資源（物や金、エネルギーなど）を獲得・

保持・保護しようと努力し、ストレスは資源の損失や

損失の脅威として位置付けている。さらに資源保存理

論では、ストレスから回復するには、個人は新しい資

源を獲得し、脅かされた、または失われた資源を回復

する必要があると示している5,6）。この２つの理論を

統合し、Sonnentag & Fritz は４つの RE の下位概念を

示した。すなわち、①心理的距離（仕事のことを考え

ずに精神的に離れる）、②リラックス（休息や趣味を

通じてリラックスした状態を得る）、③熟達経験（新

しい技能の習得や趣味への挑戦を通じて達成感を得

る）、④コントロール（余暇時間の過ごし方を自分で

決められる）である。これらの経験を通じて、仕事で

消費した心理的資源を回復することができると主張し

ている3）。加えて、Sonnentag & Fritz は RE 概念の発表

と同時に RE を定量的に測定する尺度である Recovery 

Experience Questionnaire（以下、REQ）を開発・発表し、

日本を含む各国で翻訳・研究利用されている3,7）。な

お REQ は先述の４つの下位概念を持つ 16 項目４下

位尺度で構成される自己記入式質問紙である3,7）。

　国際的には、看護師の RE に関する研究が蓄積さ

れつつあり、RE がバーンアウト予防、ワーク・エン

ゲイジメント（Work engagement: 以下、WE）の向上、

離職意向の低減などに寄与することが報告されてい

る8,9,10）。また、教育的介入や瞑想法によるマインドフ

ルネス介入により RE の向上が可能であることも示さ

れている11,12）。これらの知見は、RE を標的とした介

入プログラムが看護師の健康と well-being の向上に有

効である可能性を示唆している。

　しかし、日本においては看護師の RE に関する研究

は限られており、本邦の看護師の労働実態や社会文化

的背景を考慮した知見の蓄積は不十分である。日本の

看護師は長時間労働や高い職務要求などの過酷な労働

環境に置かれている13）。さらに、多くの看護師は家庭

での育児や介護の役割を担っており、仕事役割と家庭

役割とが相互にぶつかり合うことから発生する役割葛

藤であるワーク・ファミリー・コンフリクト（Work-

Family Conflict: 以下、WFC）が生じやすい14）。そして

WFC は余暇時間の減少や心理的負担の増加を通して、

RE を不足させる可能性がある。

　このような日本特有の状況において、RE がどのよ

うに機能し、どのような介入が効果的かは明らかに

なっていない。今後、看護師の RE の向上や、それに

付随した WE の向上、および WFC の軽減を目的とし

た介入プログラムを開発するためには、国内外の研究

動向を整理し、現在の知見と今後の研究課題を明確に

する必要がある。よって本研究は、文献検討により看

護師の RE の研究動向と課題を明らかにすることを目

的とする。本研究の成果は、日本の看護師を対象とし

た RE の向上を目的とした包括的な介入プログラム開

発のための基礎資料を提供する。

Ⅱ．目的

　本研究は、文献検討により看護師の RE の研究動向

と課題を明らかにすることを目的とする。

Ⅲ．方法

１．文献検索・抽出方法

　本研究では、2015 年１月１日から 2025 年３月

20 日までに発表された日本語および英語の文献を対

象として、医中誌 Web および PubMed を用いて系統

的に検索を行った。選定基準は、看護師を調査対象に

含み、研究テーマが「リカバリー経験」またはその

下位概念である「心理的距離」、「リラックス」、「熟

達経験」、「コントロール」に関する文献であり、か

つ、研究デザインが横断研究・縦断研究または介入

研究（準実験研究・RCT）とした。研究デザインを量

的研究とした理由として、本研究が対象とする RE は、

Sonnentag & Fritz が４つの下位概念（心理的距離、リ

ラックス、熟達経験、コントロール）を統合した枠組
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みとして尺度開発とともに提唱した概念であり3）、こ

の枠組みに基づく量的研究を対象とすることで、研究

知見の体系的な整理が可能になると考え、本研究目的

を達成することに適していると判断したためである。

　国内文献については医中誌 Web で検索した。キー

ワードは、「看護」と「リカバリー経験」をまず検索

し、その後、REQ の下位尺度４つについて、「看護」

と「心理的距離または心理的ディタッチメントまた

は psychological detachment」、「リラックス」、「熟達経

験」、「コントロール」をそれぞれ組み合わせて検索し

た。検索対象はタイトルおよび抄録とした。検索結果

からは、原著論文、解説、総説、図説のみを対象とし、

会議録、講義、Q&A などは除外した。なお、「コントロー

ル」は RE を意図しない検索結果が 1,000 件以上出力

されノイズが多いと判断したため、「看護＋コントロー

ル＋リカバリー経験」の検索式で検索した。

　海外文献については PubMed を用い、「nurs*」と

「recovery experience」をまず検索し、その後 REQ の

下位尺度４つについて、「nurse」と「psychological 

detachment」、「relaxation」、「mastery」、「control」 を そ

れぞれ組み合わせ検索した。検索対象はタイトルお

よび抄録とした。なお、「control」および「relaxation」

は RE を意図しない検索結果が 1,000 件以上出力され

ノイズが多いと判断したため、「nurse*＋control（また

は relaxation）＋ recovery experience」の検索式で検索

した。また、「psychological detachment」は「psychological 

distance」と表現されている可能性があり、「psychological 

distance」との組み合わせも検索した。論文検索の過

程を図１に示す。

　検索の結果、医中誌 Web から 421 編、PubMed か

ら 232 編の計 653 編の文献が抽出された。１次スク

リーニングでは、653 編の文献の表題と抄録を精査し、

選定基準に該当しない 631 編を除外した。２次スク

リーニングでは、22 編（国内２編、海外 20 編）の

図１ 論文検索の過程
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文献の本文を精読し選定基準に該当するかを評価した。

22 編すべてが選定基準を満たしていたため、選定基

準外として除外された文献はなかった。さらに、海外

文献の引用文献から選定基準を満たす文献１編を追

加した。最終的に国内文献２編、海外文献 21 編の計

23 編をレビュー対象とした。

２．倫理的配慮

　倫理的配慮として、文献の取り扱いについては著作

権法を遵守して引用し出典を明示した。開示すべき利

益相反はない。

３．分析方法

　分析は内容分析法を用い、①内容検討、②文献統合

の２段階で行った。まず内容検討では、対象文献を精

読し、著者、発行年、研究目的、研究デザイン、分析

方法、主な測定尺度、対象者、主な結果について文献

の内容を要約した（表１）。次に文献統合では、各文

献の主な結果からコードを抽出し、各コードの意味内

容の類似性に基づいてサブカテゴリーおよびカテゴ

リーに分類した（表２）。

Ⅳ．結果

１．研究の動向と研究デザイン

　各文献の概要を表１に示す。2020 年以降に増加傾

向を示し、2023 年には年に５編、2024 年には年に

５編と近年急速に研究が蓄積されている。論文数で最

も多かったのは中国の８編で、次いでオーストラリア

の３編と続き、日本は２編であった。研究デザインは、

横断研究 17 編、縦断研究２編、介入研究４編であった。

調査方法はほとんどが質問紙による調査であり、１編

のみ日記研究法を用いていた。調査対象数は 26 人～

1,861 人であった。調査対象の勤務環境は、ICU、手

術室、一般病棟など多岐であった。RE の測定尺度は、

Recovery Experience Questionnaire（REQ）が 21 編で使

用されていた。REQ 以外の尺度として、Psychological 

Detachment Scale（中国語版）、３項目の自作の質問が

用いられていた。

２．REに関する研究知見

　文献統合の結果、看護師の RE に関する研究知見は

全 46 コードが抽出され、その後、13 のサブカテゴリー

と、４つのメインカテゴリーに分類した（表２）。な

お、以降の結果の表記では、メインカテゴリーを【　】、

サブカテゴリーを『　』と表記する。【RE が与える効

果】は、『心理的距離の効果』、『熟達経験の効果』、『リ

ラックスの効果』、『コントロールの効果』、『RE の効果』

の５つのサブカテゴリーから構成された。【RE に影響

する要因】は、『職務要因』、『個人要因』、『社会環境

要因』の３つのサブカテゴリーから構成された。【RE

への介入効果】は、『教育的介入』、『マインドフルネ

ス介入』、『マイクロブレイク介入』の３つのサブカテ

ゴリーから構成された。【RE が他の変数間の関係に

与える媒介・調整効果】は、『媒介効果』、『調整効果』

の２つのサブカテゴリーから構成された。

１）REが与える効果

　『心理的距離の効果』は９編の文献で研究されて

いた。主要な結果として、心理的距離はバーンア

ウト、睡眠、抑うつ、離職意図、腰痛、ケア行動

との関連が報告されていた。特に、バーンアウト

は４編で研究されており、いずれも心理的距離と

の負の関連が報告されていた。具体的には、Allen 

et al. は、心理的距離がバーンアウトと有意な負の

関連を示すことを報告した8）。Yang et al. は、心理

的距離がバーンアウトの PCS（身体的側面）およ

び MCS（精神的側面）と負の相関があったことを

報告した9）。Cho et al. は、心理的距離がバーンアウ

トの各次元と負の関連を示した10）。Chunxia et al. は、

心理的距離とバーンアウトは負の相関があること

を示した15）。Ding et al. は、心理的距離が睡眠障害
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および抑うつと有意な正の相関があることを報告

した16）。ただし、同著者らは心理的距離と抑うつと

の間に有意な正の関連を示したという結果につい

ては、心理的距離が保護因子として機能するとい

う既存文献とは矛盾することを述べている16）。また、

Gu et al. は、心理的距離は不眠と負の関連があるこ

とを示した17）。Zhang et al. は、心理的距離と離職意

図は弱い負の相関を示したが、回帰分析では有意な

関連はなかったことを報告した18）。月井らは、心理

的距離が腰痛群と非腰痛群との間で有意に低かった

ことを報告した19）。Zoromba et al. は、心理的距離

とケア行動が負の関連を示したことを報告した20）。

　『熟達経験の効果』は２編の文献で研究されてお

り、熟達経験が睡眠障害や抑うつ、WE と関連した

ことが報告された。特に日本人を対象とした研究で

熟達経験と WE が関連したことが示された。具体

的には、Ding et al. は、熟達経験が睡眠障害および

抑うつに対して有意な負の相関を示したことを報告

した16）。Haruna et al. は、RE の「熟達経験」のみが

WE と有意な正の関連があり、他の次元（心理的距

離、リラックス、コントロール）は有意な関連がな

かったことを報告した21）。

　『リラックスの効果』と『コントロールの効果』

は、それぞれ１コード、１編の文献で研究されてい

た。Ding et al. は、リラックスとコントロールが睡

眠障害および抑うつに対して有意な負の相関を示す

ことを報告した16）。

　『RE の効果』は３編の文献で研究されていた。こ

こでは、４つの下位概念ではなく、RE の総合得点

を変数とした研究が報告され、RE がバーンアウト、

抑うつ、WE、ヒューマニスティックケア能力（ケ

アの中で他者を尊重する態度と資質）との関連が報

告された。Poulsen et al. は、RE スコアとバーンアウ

トの負の関連、抑うつとの強い負の関連があったこ

とを報告した22）。Ding et al. は、RE が単独で抑うつ

に負の関連を示したことを報告した16）。Liu et al. は、

RE がヒューマニスティックケア能力に正の関連を、

WE には正の関連を示したことを報告した23）。

２）REに影響する要因

　『職務要因』は３編の文献で研究されており、高

い職務要求が RE に関連することが示された。具体

的には、Gillet et al. は、潜在プロファイル分析を用

いて、職務要求（仕事量、感情的不協和、いじめ）

が「低い回復能力」プロファイルに属する確率を高

めることを報告した24）。Cho et al. は、週 40 時間超

勤務と COVID-19 患者ケア頻度が高い看護師は心

理的距離が低いことを報告した25）。Lee et al. は、職

業ストレスと RE が負の相関を示したことを報告し

た26）。

　『個人要因』は３編の文献で研究されており、個

人の特性や行動が RE に関連することが示された。

具体的には、Poulsen et al. は、週４回以上の激しい

運動実施者の RE スコアが高いことを報告した22）。

Gu et al. は、マインドフルネスが高い個人は、表層

演技（実際に抱いた感情を抑制または別の感情を抱

いているかのように振る舞うことによって、自分の

外面的な感情表出の仕方を変える方略27）が心理的距

離に与える負の影響が弱いことを報告した17）。Cho 

et al. は、30 歳以下、経験の少ない看護師が心理的

距離が低いことを報告した25）。

　『社会環境要因』は４編の文献で研究されてお

り、職場における対人関係や社会的支援、休息の

機会が RE と関連することが示された。具体的には、

Blanco-Donoso et al. は、日記研究法において、WE

の下位尺度である「活力」が高い日には心理的距離、

リラックス、熟達、時間のコントロールが高いこと

を報告した28）。Wang et al. は、マイクロブレイク活

動（業務中にリラックスや補給、読書などの短時間

の休憩活動）と心理的距離が正の相関を示したこ

とを報告した29）。Chunxia et al. は、社会的サポート
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文献の本文を精読し選定基準に該当するかを評価した。

22 編すべてが選定基準を満たしていたため、選定基

準外として除外された文献はなかった。さらに、海外

文献の引用文献から選定基準を満たす文献１編を追

加した。最終的に国内文献２編、海外文献 21 編の計

23 編をレビュー対象とした。

２．倫理的配慮

　倫理的配慮として、文献の取り扱いについては著作

権法を遵守して引用し出典を明示した。開示すべき利

益相反はない。

３．分析方法

　分析は内容分析法を用い、①内容検討、②文献統合

の２段階で行った。まず内容検討では、対象文献を精

読し、著者、発行年、研究目的、研究デザイン、分析

方法、主な測定尺度、対象者、主な結果について文献

の内容を要約した（表１）。次に文献統合では、各文

献の主な結果からコードを抽出し、各コードの意味内

容の類似性に基づいてサブカテゴリーおよびカテゴ

リーに分類した（表２）。

Ⅳ．結果

１．研究の動向と研究デザイン

　各文献の概要を表１に示す。2020 年以降に増加傾

向を示し、2023 年には年に５編、2024 年には年に

５編と近年急速に研究が蓄積されている。論文数で最

も多かったのは中国の８編で、次いでオーストラリア

の３編と続き、日本は２編であった。研究デザインは、

横断研究 17 編、縦断研究２編、介入研究４編であった。

調査方法はほとんどが質問紙による調査であり、１編

のみ日記研究法を用いていた。調査対象数は 26 人～

1,861 人であった。調査対象の勤務環境は、ICU、手

術室、一般病棟など多岐であった。RE の測定尺度は、

Recovery Experience Questionnaire（REQ）が 21 編で使

用されていた。REQ 以外の尺度として、Psychological 

Detachment Scale（中国語版）、３項目の自作の質問が

用いられていた。

２．REに関する研究知見

　文献統合の結果、看護師の RE に関する研究知見は

全 46 コードが抽出され、その後、13 のサブカテゴリー

と、４つのメインカテゴリーに分類した（表２）。な

お、以降の結果の表記では、メインカテゴリーを【　】、

サブカテゴリーを『　』と表記する。【RE が与える効

果】は、『心理的距離の効果』、『熟達経験の効果』、『リ

ラックスの効果』、『コントロールの効果』、『RE の効果』

の５つのサブカテゴリーから構成された。【RE に影響

する要因】は、『職務要因』、『個人要因』、『社会環境

要因』の３つのサブカテゴリーから構成された。【RE

への介入効果】は、『教育的介入』、『マインドフルネ

ス介入』、『マイクロブレイク介入』の３つのサブカテ

ゴリーから構成された。【RE が他の変数間の関係に

与える媒介・調整効果】は、『媒介効果』、『調整効果』

の２つのサブカテゴリーから構成された。

１）REが与える効果

　『心理的距離の効果』は９編の文献で研究されて

いた。主要な結果として、心理的距離はバーンア

ウト、睡眠、抑うつ、離職意図、腰痛、ケア行動

との関連が報告されていた。特に、バーンアウト

は４編で研究されており、いずれも心理的距離と

の負の関連が報告されていた。具体的には、Allen 

et al. は、心理的距離がバーンアウトと有意な負の

関連を示すことを報告した8）。Yang et al. は、心理

的距離がバーンアウトの PCS（身体的側面）およ

び MCS（精神的側面）と負の相関があったことを

報告した9）。Cho et al. は、心理的距離がバーンアウ

トの各次元と負の関連を示した10）。Chunxia et al. は、

心理的距離とバーンアウトは負の相関があること

を示した15）。Ding et al. は、心理的距離が睡眠障害

4 三枝　享：看護師のリカバリー経験に関する文献検討 7順天堂大学保健看護学部　順天堂保健看護研究　第 14巻（2026）



表１ 看護師のREに関する文献
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と心理的距離が正の相関を示したことを報告した15）。

Zoromba et al. は、患者からの不適切な扱いが心理

的距離と正の関連を示したことを報告した20）。

３）REへの介入効果

　『教育的介入』は２編の文献で研究されており、

教育的な介入が RE を向上させると一貫して示され

た。具体的には、Poulsen et al. は、教育的介入を実

施した６週間後に介入群が対照群に比べて REQ 総

スコア、セルフケア実践満足度、睡眠の質が有意に

向上したことを報告した22）。Dumarkaite et al. は、教

育的介入の介入群が全ての RE の下位尺度得点が向

上し、効果が３ヶ月後も維持したことを報告した11）。

　『マインドフルネス介入』は１編の文献で研究さ

れていた。Riedl et al. は、短時間のマインドフルネ

ス介入を実施し、研究１においてマインドフルネス

瞑想を実施した休憩が通常の休憩と比較して、より

高い休憩リカバリーと関連し、休憩後の気分も改善

したことを報告した。また、研究２において、勤務

後のマインドフルネス瞑想が心理的距離と正の関連

を示し、睡眠後の気分と関連があり、効果量は中程

度であったことを報告した12）。

　『マイクロブレイク介入』は１編の文献で研究さ

れていた。Wang et al. は、マイクロブレイク活動が

職業ストレスの悪影響を緩和し、この効果が心理的

距離によって媒介されることを報告した29）。

４）REが他の変数間の関係に与える媒介・調整効果

　『媒介効果』は９編の文献で研究されており、RE

や下位概念である心理的距離が変数間の関連を媒介

してアウトカムに至ることが示された。具体的に

は、Ding et al. は、RE が睡眠障害と抑うつの関係を

部分的に媒介したことを報告した16）。Yang et al. は、

RE がバーンアウトと QOL の関係を媒介したこと

を報告した9）。Wang et al. は、マイクロブレイク活

動が職業ストレスの悪影響を緩和し、この効果が

心理的距離によって媒介されることを報告した29）。

Sagherian et al. は、休憩と急性疲労の関係が心理的

距離によって完全に媒介されたが、重い職務役割

がある看護師では媒介効果が認められないことを報
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告した30）。Cho et al. は、心理的距離がチームワー

クとバーンアウトの関係を部分媒介したことを報告

した10）。また、心理的距離は業務量と疲労および睡

眠の関係を媒介したことを報告した25）。Liu et al. は、

余暇クラフティング（資源補充のための積極的余暇

活動）が RE を媒介し WE に影響したことを報告し

た23）。Chunxia et al. は、心理的距離が社会的サポー

トと情緒的消耗の関係を部分的に媒介したことを報

表２ 内容分析のカテゴリー表
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告した15）。Zoromba et al. は、患者からの不適切な

扱いの影響が心理的距離を介した間接効果が確認さ

れたことを報告した20）。

　『調整効果』は４編の文献で研究されており、RE

や下位概念である心理的距離が変数間の関係を緩和

あるいは強化する調整因子として機能することが示

された。特に、ネガティブなアウトカムには緩和効

果を、ポジティブなアウトカムには関連を強化する

効果が示された。Majeed & Fatima は、仕事からの

心理的距離が、搾取的リーダーシップ（部下を操作

し資源を枯渇させるような行動）と否定的感情の関

係を弱めることを報告した31）。Cho et al. は、業務

量と身体的・精神的疲労において心理的距離が高い

場合に業務量の悪影響が弱まる調整効果が確認され

たことを報告した25）。Lee et al. は、RE が職業スト

レスと離職意向の関係を調整し、RE が高い場合に

職業ストレスと離職意向の関係を弱めることを報告

した26）。Yuan et al. は、心理的距離が PSC と WE の

関係を調整し、心理的距離が高いほど PSC と WE

の効果が強化されることを報告した32）。

Ⅴ．考察

１．研究デザインの動向と課題

　研究デザインを分析した結果、横断研究が大部分を

占め、縦断研究は２編、介入研究は４編であった。横

断研究が大部分を占めることにより因果関係の確立が

困難であり、RE と健康アウトカムの因果関係および

そのメカニズムの解明には、今後の縦断研究および介

入研究の蓄積が不可欠である。

２．REの効果：研究動向と今後の課題

　文献統合の結果、RE が与える効果として、心理的

距離（９編）、熟達経験（２編）、リラックス（１編）、

コントロール（１編）の各下位尺度と RE 統合効果（３

編）への影響が報告されていた。特に心理的距離とバー

ンアウトとの間には一貫した負の関連が示されており、

複数の研究で確認されている8,10）。また、RE がバーン

アウトと QOL の関係を媒介することも報告されてい

る9）。これらの知見は、RE がバーンアウト予防およ

び健康維持において重要な保護要因であることを示唆

している。

　一方、熟達経験（２編）、リラックス（１編）、コン

トロール（１編）を検討した研究は相対的に少なく、

これらの下位尺度の効果については知見の蓄積が不十

分である。心理的距離に研究が集中している理由とし

て、測定の容易さ、理論的関心の偏り、または報告バ

イアスの可能性などが考えられるが明確ではない。日

本の ICU 看護師を対象とした研究では、熟達経験の

みが WE と有意な正の関連を示し、他の次元（心理的

距離、リラックス、コントロール）は有意な関連を示

さなかった21）。この結果は、RE の下位尺度の効果が

各国の看護師の労働環境や文化的背景によって異なる

可能性を示唆している。実際に日本語版 REQ 開発の

研究では、対象を看護師と限定していないものの、探

索的因子分析で心理的距離とリラックスが１因子に統

合され、心理的距離がワーク・エンゲイジメントと欧

米研究とは逆の負の関連を示すなど文化差が報告され

ている7）。以上より、日本の看護師の労働環境におい

て、RE の４つの下位尺度が独立した概念として機能

するのかどうかという測定論的課題も含め、今後の研

究において社会文化的・文脈的要因を考慮した系統的

な検討が必要である。加えて、Ding et al. の研究では、

心理的距離と抑うつの正の相関関係も報告されるな

ど16）、理論的予測とは異なる結果も見られている。今

後の研究では、対象集団の特性や労働環境の違い、そ

の他の交絡因子が結果に影響している可能性を考慮す

る必要がある。
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告した30）。Cho et al. は、心理的距離がチームワー

クとバーンアウトの関係を部分媒介したことを報告

した10）。また、心理的距離は業務量と疲労および睡

眠の関係を媒介したことを報告した25）。Liu et al. は、

余暇クラフティング（資源補充のための積極的余暇

活動）が RE を媒介し WE に影響したことを報告し

た23）。Chunxia et al. は、心理的距離が社会的サポー

トと情緒的消耗の関係を部分的に媒介したことを報
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３． REに影響する要因：研究動向と介入標的の明確化

　RE に影響する要因として、職務要因（３編）、個人

要因（３編）、社会環境要因（４編）が報告されており、

これらは介入プログラム開発において重要な標的とな

る。これらの知見は、RE に影響する要因が多層的で

あることを示している。しかし、本レビューで対象と

した研究は、主に「仕事からの回復」に焦点を当てて

おり、仕事以外の領域における RE の阻害要因や促進

要因については十分に検討されていない。資源保存理

論が示唆するように、仕事以外の要求、特に WFC の

ような家庭役割との葛藤も資源損失の脅威となり得

る6）。日本の看護師の多くは家庭での育児や介護の役

割を担っており、仕事から帰宅しても家庭で別の役割

要求に直面する。このような状況では、仕事からの回

復だけでなく、仕事と家庭の両方の要求に対処しなが

ら RE を維持する方略の検討が必要である。

４．介入研究：動向と今後の発展

　RE への介入効果として、教育的介入（２編）、マイ

ンドフルネス介入（１編）、マイクロブレイク介入（１

編）の３つのサブカテゴリーから報告されていた。介

入研究は限定されており、効果的な介入方法の比較検

討や、どのような対象者にどのような介入が有効かと

いう個別化された介入アプローチの検討が不足してい

る。したがって、今後の介入プログラム開発には、個

人レベルの介入（教育、マインドフルネスなど）と組

織レベルの介入（休憩時間の確保、業務量の適正化、

職場のサポート体制の構築）を統合したアプローチが

必要と考えられる。個人レベルの介入では、組織は個々

の看護師の家庭状況や家族関係に直接介入することは

困難である。そのため、個人が自身の状況に応じて活

用できる対処方略（時間管理、セルフケア、家族との

コミュニケーション）を高める個人レベルの介入も統

合することが重要である。したがって、個人レベルの

介入と組織レベルの介入、どちらか一方ではなく、両

方のアプローチを組み合わせた介入が効果的であると

考えられる。

５．媒介・調整メカニズム：理解の深化と課題

　RE が他の変数間の関係に与える媒介・調整効果と

して、媒介効果（９編）、調整効果（４編）が報告さ

れており、これらは RE を通じた介入の作用機序を理

解する上で重要である。資源保存理論では、RE は資

源を保護する因子として機能することが示されてお

り6）、先行研究の結果は理論的に見ても整合性が取れ

ている。つまり、RE は WE などの他の保護的因子と

合わさってストレッサーを軽減できる可能性があり、

介入手法においては、RE と WE の双方を強化する介

入方法が効果的である可能性がある。しかし、これら

の媒介・調整のメカニズムの報告は多くが横断研究で

あり、因果関係を明示できない。よって今後は、縦断

的な研究デザインによる検証が必要である。

６．日本における研究：現状と今後の展望

　日本における看護師の RE 研究は２編と限られてお

り、本邦の看護師の労働実態と RE の関係は十分に理

解されていない。Haruna et al. が示した、熟達経験の

みが WE と関連し、心理的距離は関連しなかったと

いう日本特有のパターンは21）、日本の労働文化や看護

師の労働環境が RE に影響している可能性を示唆して

いる。興味深いことに、日本の労働者を対象とした先

行研究では心理的距離の働きが海外とは異なる様相を

示すことがわかっている。具体的には、我が国の労働

者は、仕事との心理的距離が離れすぎるとメンタルヘ

ルス対策には良いが、仕事にはネガティブな影響を与

える可能性がある7）。また、宮川らは、仕事との様々

な職種の若年正社員を対象とした質的研究の中で、心

理的距離には「適度」「過度」「不十分」の３つのパ

ターンがあり、心理的距離が離れすぎると「休みが楽

しすぎて仕事に戻りたくない」などの問題が生じる一
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方、心理的距離が不十分だと「気持ちのリセットがで

きない」という状態になることを示している33）。つま

り、我が国の労働者の心理として、「仕事から心理的

に離れすぎる」ことが否定的な結果につながる可能性

がある。そのため、日本人看護師においても、単に心

理的距離を取ることを推奨するのではなく、個人の価

値観や労働状況に応じた「適度な」心理的距離の取り

方を慎重に検討する必要があると考えられる。

　「熟達経験」は自己成長や専門性の向上という文化

的に受け入れられやすい枠組みで理解されるため、看

護師の世界でも受け入れやすい概念である。また、仕

事時間外のポジティブな結果が WE という資源の獲

得につながることは資源保存理論の観点からも整合的

である6）。加えて、宮川らは、RE における「コントロー

ル」が、RE の準備・動機段階から、個人の資源の回

復（心理的距離やリラックス）・獲得（熟達経験）に

至るまですべての段階において重要であることを強調

しているが33）、月井らの研究では、腰痛群は心理的距

離が非腰痛群より有意に低かったことが報告されてお

り、加えて、腰痛群はワーカホリズム傾向（特に働き

すぎの状態）であったことが示されている19）。このこ

とは、看護師が自身の労働や余暇をコントロールでき

ていない状況を反映している可能性がある。RE を向

上させて看護師の健康や well-being を向上させるため

には、労働環境の改善及び個人の意識変容が重要であ

ると考えられる。

　上記の先行研究から、現在の日本の看護師が直面

している離職問題や慢性的な人員不足という課題は、

RE の不足と関連している可能性が高いと思われる。

今後、日本の看護師を対象とした介入プログラム開発

には、日本の労働実態と社会文化的側面を考慮した研

究の蓄積をしつつ、日本特有の労働文化や医療システ

ムの中でどのような RE の促進方略が実践可能で効果

的かを明らかにする必要がある。

本研究の限界

　本研究は量的研究（横断研究・縦断研究・介入研究）

に限定している。これにより、質的研究による看護師

の RE の実態や深い理解については検討できていない。

しかし、研究の概念的明確性と国際研究との比較可能

性を確保するため、量的研究に限定することが妥当と

判断した。質的研究や他の研究方法を含めた包括的な

レビューは、今後の課題である。

Ⅵ．結論

・ 看護師の RE に関する研究動向は、RE がバーンア

ウトや WE などの健康・職務アウトカムに影響す

ること、RE が職務要因、個人要因、社会環境要因

から影響を受けること、教育的介入やマインドフル

ネス介入により RE 向上が可能であること、RE が

職場のストレッサーと健康アウトカムの間を媒介・

調整する保護要因であることが明らかにされていた。

・ 先行研究の課題として、多くが横断的な研究であり

因果関係を明らかにできていないこと、RE 下位尺

度間の研究の偏りや社会文化的・文脈的差異の検討

が不足していること、効果的な介入方法の比較検討

や個別化された介入アプローチの検討が不足してい

ることが挙げられる。

・ 本邦での先行研究は２編と少なく、看護師が仕事と

家庭を両立しつつ健康を維持・増進していくための

効果的な介入プログラム開発には、研究の蓄積と検

討が必要である。
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